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研究目的 
積雪寒冷な北海道においては、住宅の雪処理の問題は居住者にとって大きな負担となっており、融雪機器等

の使用によるエネルギー消費量増大などの環境問題や少子高齢社会に対応していくには、除雪負担の少ない住

宅づくりを実現していくことが求められています。本研究では設計時に、除雪に関する検討が具体的に行える

よう、除雪空間、堆雪空間の広さや配置、地域の気候条件などから除雪量、作業負担を定量的に予測する手法

について検討を行います。 

 

了 

研究概要 

 
写真 除雪作業負担実験（スコップ使用時） 

※被験者の頭部に付けているものは酸素消費量測定用の器具 

除雪負担の量を把握するため、次の項目につい

て調査、実験を行いました。 

a.除雪行動を把握するための除雪実態調査 

b.除雪した雪の性状を実験、気象データから 

分析 

c.除雪による堆積形状の把握のための除雪作

業実験 

d.除雪作業による運動負担を把握するための

実験 

■各種条件への対応 

 除雪量は地域の降雪量、敷地条件、 

建物形状などによって大きく変わってきま 

す。除雪空間と堆雪空間の広さや位置関係 

にも考慮した計算が可能となる手法を検討 

しました。 
 

 
 

 

 

 

 

■除雪負担量の定量的な把握 

 除雪に関する負担は除雪する雪の重量、体積な

どの量によって測るほかに、除雪作業の大変さに

ついても検討しました。写真にあるように除雪作

業者の酸素消費量などの測定をもとに、運動量を

算出する手法を検討し、除雪負担量の指標の一つ

に取り入れています。また、融雪機器の使用につ

いても消費エネルギーが分かるようになってい

ます。 
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図 除雪量の把握イメージ 
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試算結果 除雪容積  ****㎥  消費エネルギー 灯油***㍑
除雪重量 ****kg  排雪必要量   ***㎥ 
運動量  ****kcal  

■雪処理計画への適用 

 開発した計算手法を用いて、想定敷地において

除雪負担の把握を行いました。堆雪空間の配置や

除雪空間を少なくするなどの対応の効果が定量

的に確認できました。この手法を用いることで、

容易に除雪負担量を把握して適切な雪処理計画

を立てられるようになります。 

 

研究成果・活用方法 
■計算プログラムの作成 

 開発した除雪量計算手法を設計者等が使用できるように、簡単なデータ入力によって計算が出来るようにな

るプログラムを開発、公開していきます。 


